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当日は箕面高校青楓祭の開催日でもありますので、是非青楓祭も併せてお楽しみください。
成人同窓会については食事や飲み物の提供はございません（各自、食堂利用は可です）。

　ふるさと納税制度の対象である「大阪
教育ゆめ基金」を活用し、「母校応援ふる
さと納税」制度が私立・府立高校等の教
育活動を支援することを目的に令和６
年度に創設されました。箕面高校も母校
応援ふるさと納税制度を活用した「寄
付」を募集しております。
　光楓会員の皆様にも本制度をお含み
おきいただけましたら幸甚です。よろし
くお願いいたします。
　 右 のQRコ ー ド か ら
申し込みページに入れ
ます。クレジットカー
ドでも納税できます。

母校応援
ふるさと納税のご案内

※教室につきましては、当日正門受付にてご案内致します。

と　き 	 2025年９月６日（土）	 2025年９月６日（土）
次　第 	 総会　10：30 〜11：30	 総会　10：30 〜11：30
ところ 	 箕面高校にて開催	 箕面高校にて開催

   ホームカミングデー
｛第50回総会・成人同窓会（  　　　）｝のご案内39〜40期

卒業20年目の期が対象

第59回光楓会総会・成人同窓会を開催いたしました
　暑さが残る秋晴れの2024年９月７日（土）、箕面高校図書室にて、「第59回光楓会総会並
びに成人同窓会」を開催いたしました。
　2020年以降はコロナ禍であったこともあり、会員の皆様に集まっていただき開催する総
会は実に６年ぶりとなりましたが、開催時期もこれまで５月の第２土曜日だったところを、
今回から青楓祭２日目である一般開放デーに合わせた開催に、日程変更し実施いたしまし
たところ、６期生から37期生（成人同窓会の対象期）まで幅広い卒業生の方々にご出席い
ただきました。
　冒頭には大川校長も挨拶に来てくださり、総会後は2022年11月に開催されました箕面高
校60周年記念式典の模様を収めたビデオを鑑賞。引き続きの会員交流会では、出席者の卒
期のアルバムを広げながら、当時の思い出話に花が咲き、そのまま食堂でお昼を食べなが
ら話の尽きないひと時を楽しむ会員の姿もありました。
　普段はなかなか高校へ足を運ぶ機会もありませんが、今回より総会の開催日を青楓祭に
合わせたことで、総会ご出席の皆様には、現在の箕面高校の雰囲気や生徒たちの様子も楽
しんでいただけたように思います。
　第59回総会並びに成人同窓会にご出席いただきました会員の皆様、本当にありがとうご
ざいました。

出席希望者はこちらから！
出席受付フォームへご連絡ください。
https://dousoukai.site/minoh-kofukai/soukai-form/

『総会』改め
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学校に遊びに来ませんか？
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箕
面
高
等
学
校
第
17
代
校
長
の
大
川
で
ご
ざ
い

ま
す
。前
職
の
住
友
商
事
か
ら
令
和
5
年
4
月
に

箕
面
高
校
の
校
長
に
就
任
し
、
今
年
3
年
め
と
な

り
ま
し
た
。光
楓
会
の
皆
様
に
は
日
頃
か
ら
当
校

の
運
営
に
多
大
な
サ
ポ
ー
ト
を
賜
り
、
こ
の
場
を

お
借
り
し
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
春
に
は
、グ
ロ
ー
バ
ル
科
2
ク
ラ
ス
、普
通

科
7
ク
ラ
ス
、
合
計
9
ク
ラ
ス
で
３
６
０
名
の
新

入
生
を
迎
え
、こ
れ
で
全
３
学
年
９
ク
ラ
ス
、定
員

１
，
０
８
０
名
の
高
校
と
な
り
ま
し
た
。入
学
当
初

は
少
し
様
子
見
だ
っ
た
1
年
生
も
、
体
育
祭
を
経

験
し
、
1
学
期
末
考
査
を
ひ
か
え
た
こ
の
時
期
に

な
り
ま
す
と
、学
校
生
活
に
も
慣
れ
、箕
面
高
校
の

活
性
化
や
活
気
づ
く
り
に
大
い
に
貢
献
し
始
め
て

　

私
は
10
期
生
で
す
。
昭
和
47
年
に
同
期
の
み
ん

な
と
共
に
箕
面
高
校
に
入
学
し
ま
し
た
。
卒
業
後

に
大
学
に
進
学
し
、
大
学
卒
業
後
に
教
員
以
外
の

仕
事
に
就
き
5
年
程
度
勤
務
し
た
後
に
、
思
う
所

が
あ
り
、
高
校
の
教
員
に
な
ろ
う
と
考
え
、
教
員

採
用
試
験
を
受
験
し
採
用
さ
れ
ま
し
た
。
た
だ
、

大
学
時
代
は
教
職
課
程
を
殆
ど
取
っ
て
い
な
か
っ

た
の
で
、
母
校
の
大
学
に
通
っ
た
り
、
通
信
教
育

で
足
り
な
い
単
位
を
修
得
し
ま
し
た
。
従
い
ま
し

て
教
育
実
習
に
行
っ
た
の
も
20
代
後
半
に
な
っ
て

か
ら
で
し
た
。
教
育
実
習
は
自
分
よ
り
5
～
6
歳

若
い
人
と
一
緒
に
母
校
の
中
学
校
で
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。
そ
の
後
、
あ
る
学
校
に
初
任
者
と
し
て

赴
任
し
10
年
程
度
勤
務
し
た
後
に
、
箕
面
高
校
に

異
動
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
母
校
に
異
動
で
き

る
と
聞
い
た
と
き
は
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

　

母
校
で
の
10
年
間
は
本
当
に
楽
し
く
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
教
科
指
導
、
担
任
業
務
、
学

年
主
任
、
分
掌
業
務
（
分
掌
は
生
活
指
導
部
が
長

く
、生
活
指
導
部
長
も
担
当
し
ま
し
た
。）
そ
の
他
、

部
活
動
の
指
導
も
一
生
懸
命
に
生
徒
と
共
に
行
い

ま
し
た
。
何
度
か
大
阪
で
は
優
勝
で
き
ま
し
た
。

な
か
に
は
、
部
活
動
の
活
躍
で
大
学
に
進
学
す
る

も
の
も
存
在
し
ま
し
た
。
み
ん
な
良
く
頑
張
っ
た

と
思
い
ま
す
。

　

母
校
を
異
動
し
て
か
ら
は
管
理
職
と
し
て
、
大

阪
府
の
教
育
の
為
に
働
き
ま
し
た
。
教
頭
や
指
導

主
事
と
し
て
勤
務
し
た
後
に
、
10
年
間
校
長
と
し

て
4
校
の
学
校
を
任
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
箕
面
高

校
に
は
戻
っ
て
こ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
自
宅
か

ら
一
番
近
い
府
立
高
校
で
あ
る
大
阪
府
立
桜
塚
高

校
に
6
年
間
勤
務
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
そ
し
て
最
後
に
は
高
槻
市
に
あ
る
大
阪
府
立

三
島
高
校
に
2
年
間
勤
務
を
し
ま
し
た
。
色
々
な

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
大
変
充
実
し
た
教
職
生

活
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

い
ま
す
。節
度
あ
る
活
気
と
責
任
あ
る
自
由
を
常

に
意
識
さ
せ
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
指
導
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
は
新
規
採
用
3
名
、
転
任
5
名

の
教
員
と
事
務
長
含
む
2
名
の
事
務
職
員
の
転
任

が
あ
り
、
教
職
員
の
メ
ン
バ
ー
に
も
新
風
が
吹
い

て
い
ま
す
。
人
の
異
動
と
い
う
の
は
、
当
初
こ
そ

大
変
で
は
あ
り
ま
す
が
、
従
来
と
は
違
っ
た
経
歴

や
考
え
を
持
っ
た
方
々
が
来
ら
れ
て
、
多
様
性
の

中
で
共
通
の
目
標
を
め
ざ
す
こ
と
に
な
り
、
長
い

目
で
見
る
と
組
織
の
活
性
化
や
強
化
に
大
い
に
寄

与
す
る
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
春
の
異
動
で

も
、
そ
の
効
果
は
既
に
様
々
な
局
面
で
見
え
始
め

て
い
ま
す
。

　

今
年
度
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
点
か
ら
注
力
す
る

の
は「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」（
総
探
）の
更
な

る
充
実
で
す
。私
自
身
授
業
見
学
を
す
る
中
で
、

こ
の
総
探
は
、単
な
る
教
科
、科
目
の
勉
強
に
留
ま

ら
ず
、
そ
れ
ら
に
ヨ
コ
串
を
さ
す
こ
と
で
縦
横
無

尽
に
頭
を
働
か
せ
、
知
識
を
総
動
員
す
る
と
と
も

に
、そ
れ
ら
を
有
機
的
に
結
び
付
け
、更
に
は
好
奇

心
や
向
社
会
性
、
利
他
性
や
自
制
心
と
い
っ
た
い

わ
ゆ
る
非
認
知
能
力（
数
値
化
さ
れ
な
い
人
間
の

能
力
）を
駆
使
し
て
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
あ
る
と
学
び
ま
し
た
。そ
し
て
こ
の
知
的
活
動

に
真
摯
に
取
組
む
こ
と
で
、
卑
近
な
言
い
方
で
す

が
、生
徒
た
ち
は
き
っ
と
頭
が
よ
く
な
る
ぞ
、と
閃

き
ま
し
た
。こ
の
1
コ
マ（
木
曜
5
限
）は
原
則
担

任
の
先
生
に
対
応
願
う
こ
と
と
し
ま
し
た
が
、

決
ま
っ
た
テ
キ
ス
ト
や
指
導
書
が
な
い
中
で
、

担
任
に
丸
投
げ
す
る
の
も
忍
び
な
く
、
授
業
開
始

当
初
に
き
っ
か
け
と
な
り
う
る
よ
う
な
ア
イ
デ
ィ

ア
や
計
画
は
関
連
本
を
読
み
漁
っ
て
、
私
が
一
度

作
っ
て
み
ま
し
た
。こ
う
な
る
と
、
先
生
方
も
素
人

校
長
に
頼
る
の
は
忍
び
な
い
と
考
え
た
の
か
、

各
学
年
と
も
先
生
方
が
自
走
を
開
始
し
て
く
れ
ま

し
た
。1
年
生
は
自
ら
の
強
み
や
弱
み
等
の
自
己

分
析
をSW

O
T

の
形
で
行
っ
た
後
に
、
現
代
社
会

の
問
題
点
を
探
し
、そ
の
解
決
策
を
模
索
、2
年
生

はSD
Gs

の
17
の
切
り
口
か
ら
こ
れ
も
自
ら
注
目

す
る
項
目
に
つ
い
て
の
深
掘
り
を
開
始
し
て
い
ま

す
。そ
し
て
3
年
生
は
自
ら
テ
ー
マ
を
定
め
た
卒

業
研
究
に
取
り
掛
か
っ
て
い
ま
す
。各
学
年
の
取

組
み
の
成
果
を
見
る
の
が
楽
し
み
で
す
。

　

私
学
無
償
化
の
中
で
、
名
門
校
の
定
員
割
れ
と

い
う
事
態
が
生
じ
、
府
立
高
校
も
学
校
の
特
色

化
、
魅
力
化
を
打
ち
出
し
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ

ん
。箕
面
高
校
は
従
来
か
ら
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ

る「
グ
ロ
ー
バ
ル
」に
の
み
胡
坐
を
か
く
の
で
は
な

く
、
こ
の
総
探
も
当
校
な
ら
で
は
の
取
組
み
と
し

て
内
外
に
示
し
て
い
く
所
存
で
す
。今
年
は
中
学

生
用
の
広
報
ポ
ス
タ
ー
も
作
成
し
、
主
だ
っ
た
中

学
校
に
は
既
に
掲
示
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。し
っ

か
り
と
し
た
学
校
運
営
や
教
育
活
動
を
ベ
ー
ス

に
、箕
面
高
校
のraison d'être

（
レ
ゾ
ン
デ
ー
ト

ル
／
存
在
意
義
）を
確
た
る
も
の
と
し
、
そ
れ
を
関

係
者
の
皆
様
に
お
示
し
す
る
こ
と
で
、「
選
ば
れ
る

箕
面
高
校
」に
し
て
い
き
ま
す
。今
後
と
も
光
楓
会

の
皆
様
か
ら
の
叱
咤
激
励
、
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

先生＆卒業生は今
加 藤 孝 之　（10期生）

令和７年度が始まりました
大阪府立箕面高等学校校長

大 川 　 智
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会報発行協力金者名簿 2025年６月10日現在（敬称略）

旧　職　員
井　上　芳　子	（旧職員）
石　山　邦　彦	（旧職員）
梅　原　　　聡	（旧職員）
加　集　允　子	（旧職員）
辰　田　　　稔	（旧職員）
角　尾　智　子	（旧職員）
福　井　年　子	（旧職員）
三宅（五郎畑）紀子	（旧職員）
村上（井上）万里	（旧職員）
村　岡　輝　一	（旧職員）
山　本　一　寿	（旧職員）
吉　野　正　明	（旧職員）

正　会　員
松本（秋本）かづ子	（1期①）
稲葉（木原）民江	（1期①）
山本（重吉）和子	（1期①）
黒田（平井）佳子	（1期①）
藤田（小松）吉子	（1期②）
岩﨑（古谷）幸子	（1期②）
窪田（松原）とき子	（1期③）
井上（森田）明美	（1期③）
池　田　和　正	（1期④）
鈴　村　　　健	（1期④）
前中（辰巳砂）啓子	（1期④）
平　岡　秀　亮	（1期④）
川野（熊谷）恵子	（1期⑤）
由良（鳥飼）淑美	（1期⑤）
林　　　哲　俊	（1期⑤）
村　岡　康　弘	（1期⑤）
川口（森井）教子	（1期⑤）
伊　丹　新　一	（1期⑥）
大津（千知岩）涼子	（1期⑥）
廣岡（山口）正子	（1期⑥）
石　黒　正　人	（1期⑦）
杉　迫　義　昭	（1期⑧）
大　東　豊　希	（1期⑨）
川　副　和　之	（1期⑨）
長谷川　　　茂	（1期⑨）
森　島　孝　司	（1期⑨）
余　田　　　淳	（1期⑩）
香　取　民　生	（1期⑪）
黒　川　　　宏	（1期⑪）
戸　川　洋　一	（1期⑪）
中　園　朋　宏	（1期⑪）
西　　　貞　雄	（1期⑪）
西　本　眞　一	（1期⑪）
東　田　司　郎	（1期⑪）
廣　岡　章　嘉	（1期⑪）
田中（下仲）成子	（2期②）
後　藤　正　裕	（2期④）
今　井　貞　泰	（2期⑤）
手島（小菅）サク子	（2期⑤）
佐野（竹林）和美	（2期⑤）
大本（梅村） 里	（2期⑦）
花田（大塚）敏子	（2期⑦）
下　村　　　隆	（2期⑦）
荻（鈴木）秀子	（2期⑧）
林　　　成　豪	（2期⑨）
加　集　資　朗	（2期⑪）
内　藤　博　一	（2期⑪）
宮　田　久　寛	（2期⑪）
原　　　恵　一	（3期③）
上　村　基　夫	（3期⑤）
織　田　康　男	（3期⑤）
松　尾　　　薫	（3期⑤）
石　田　晶　大	（3期⑥）
松　居　　　正	（3期⑥）
藤　田　高　見	（3期⑧）
石　井　喜　一	（3期⑩）
和久田　　　博	（3期⑩）
釣　　　愼　一	（3期⑪）
藤本（吉田）真弓	（4期①）
金　子　晴　美	（4期②）
佐川（村上）晴美	（4期②）
竹　原　　　暁	（4期③）

村　上　利　晴	（4期③）
滝　　　慎一郎	（4期④）
古　橋　誠　二	（4期④）
安　本　　　渡	（4期④）
渡　辺　宗治郎	（4期④）
和　泉　正　憲	（4期⑤）
大　倉　富　雄	（4期⑤）
青　木　光　史	（4期⑥）
北　沢　　　猛	（4期⑥）
白　浜　克　章	（4期⑥）
中　村　和　雄	（4期⑥）
宮　崎　　　潤	（4期⑥）
藤井（鈴木）啓子	（4期⑦）
松　田　信　幸	（4期⑦）
宮川（水嶋）明美	（4期⑦）
板　垣　　　健	（4期⑧）
佐　野　眞　士	（4期⑧）
野　村　美　明	（4期⑧）
氏田（木田）和子	（5期①）
田丸（岡野）伊都子	（5期②）
山川（亀田）邦子	（5期②）
君塚（宮崎）理絵	（5期②）
井　上　貴　俊	（5期③）
高　山　真　治	（5期③）
片岡（井上）葉子	（5期④）
原　　　昌　嗣	（5期④）
樋　口　雅　子	（5期④）
青木（菅谷）優子	（5期⑤）
仲　田　　　茂	（5期⑥）
若林（西村）田鶴子	（5期⑥）
鯛天（田中）晶子	（5期⑦）
大　森　保　男	（5期⑧）
片　山　　　直	（5期⑨）
笹　部　和　成	（5期⑨）
別府（照）真智子	（6期①）
本間（平林）晶子	（6期①）
松浦（勝島）和子	（6期②）
小倉（中田）清子	（6期②）
山本（山田）玲子	（6期②）
橋　田　幸　彦	（6期③）
久次（横田）礼子	（6期③）
松枝（高田）裕子	（6期④）
三　船　博　史	（6期⑤）
田　尻　健　行	（6期⑥）
松本（田代）智子	（6期⑥）
中　西　節　子	（6期⑥）
中西（中根）総一郎	（6期⑥）
大山（向山）恵子	（6期⑥）
稲　富　洋一郎	（6期⑦）
岡　本　眞　弘	（6期⑦）
川　村　篤　彦	（6期⑦）
妹　尾　弘　和	（6期⑦）
林　　　　　清	（6期⑦）
平　山　　　洋	（6期⑦）
福　井　昌　次	（6期⑧）
吉　川　岳　男	（6期⑧）
藤　沢　弘　和	（6期⑨）
嶋崎（吉田）宏子	（7期①）
畑（津崎）結子	（7期③）
藤沢（三木）真理子	（7期④）
木　村　隆　一	（7期⑤）
大　石　敏　久	（7期⑥）
　山　智　一	（7期⑥）

齋　藤　巌　基	（7期⑥）
片山（竹内）久美子	（7期⑥）
前田（外山）みさよ	（7期⑦）
服　部　隆　志	（7期⑦）
増　山　貞　雄	（7期⑦）
中村（中村）直美	（7期⑧）
菅　　　哲　也	（7期⑨）
竹　山　俊　之	（7期⑨）
松　井　　　豊	（7期⑨）
森　井　國　央	（7期⑨）
片　岡　　　守	（7期⑩）
辻　　　幸　明	（7期⑩）
中　川　健　二	（7期⑩）
守口（坪内）千鶴	（8期②）

長谷川（川上）雅子	（8期③）
平尾（川人）玲子	（8期③）
吉川（中島）千惠子	（8期③）
光　久　冨久子	（8期③）
今　村　武　司	（8期④）
藤　川　　　稔	（8期④）
玉　置　　　晃	（8期⑤）
森　本　祐　幸	（8期⑥）
増田（矢ケ崎）ゆふ子	（8期⑥）
山　田　史　郎	（8期⑦）
後　藤　由　治	（8期⑨）
安　本　明　弘	（8期⑨）
穴瀬（河井）弘子	（8期⑩）
松井（斎藤）富子	（9期①）
前田（吉村）亮子	（9期②）
池　田　直　也	（9期③）
立　石　清　幸	（9期④）
清　水　宏　祐	（9期⑤）
尾　辺　和　也	（9期⑦）
杉　田　智　則	（9期⑦）
上　田　裕　亮	（9期⑧）
蔵　所　良　幸	（9期⑧）
上　西　　　卓	（9期⑨）
西　川　京　一	（9期⑨）
行俊（加藤）雅行	（9期⑩）
小　坂　淳　彦	（9期⑩）
寺　岡　　　明	（9期⑩）
谷口（青山）裕子	（10期①）
田町（井口）和子	（10期①）
松田（玉田）淳子	（10期①）
嶋津（中本）宗子	（10期①）
戸田（越智）薫	（10期②）
深尾（大東）和子	（10期②）
青木（佐々木）康惠	（10期②）
室山（北川）典子	（10期③）
中井（野中）展子	（10期③）
平　野　宏　久	（10期④）
西谷（今津）智子	（10期⑤）
河　崎　明　彦	（10期⑤）
下　村　義　和	（10期⑥）
竹　内　昭　二	（10期⑥）
三　上　尚　弘	（10期⑥）
池　　　和　夫	（10期⑦）
大　倉　隆　明	（10期⑦）
大蔵（道畑）一恵	（10期⑦）
山　本　修　三	（10期⑦）
勝間田　昌　彦	（10期⑧）
藤　谷　　　健	（10期⑧）
森　　　勇　人	（10期⑧）
近　藤　　　昭	（10期⑨）
中　井　英　之	（10期⑨）
橋　本　清　文	（10期⑨）
平　塚　博　明	（10期⑨）
桐　山　健　一	（10期⑩）
中　川　英　之	（11期①）
今　西　隆　志	（11期②）
椎名（嶋田）富美子	（11期②）
青木（堂後）昌代	（11期②）
仁　井　裕　幸	（11期⑤）
大　岡　修　平	（11期⑥）
真　鍋　光　良	（11期⑥）
後山（福永）悦子	（11期⑦）
木　村　　　融	（11期⑧）
遠　藤　信　英	（12期②）
藤　迫　　　稔	（12期②）
髙田（古川）典子	（12期②）
影　澤　祐　子	（12期③）
久　保　行　紀	（12期③）
中西（杉本）亮子	（12期④）
川　崎　裕　章	（12期⑤）
阪　上　宏　司	（12期⑤）
杉　本　真　一	（12期⑤）
山　根　光　行	（12期⑤）
鷹　野　一　夫	（12期⑥）
上　田　勝　彦	（12期⑦）
小林（筧）康代	（12期⑦）
小　林　晃　人	（12期⑦）

中　山　晋　一	（12期⑨）
今　川　佳　光	（12期⑩）
中　川　隆　司	（12期⑩）
濱　田　　　哲	（12期⑩）
竹　田　芳　則	（13期①）
中　村　　　剛	（13期①）
上　西　武　二	（13期⑥）
尼　崎　　　毅	（13期⑨）
松　下　英　志	（13期⑨）
西　村　敏　行	（13期⑩）
山　崎　康　明	（13期⑩）
吉川（上石）万里	（14期②）
田　和　　　環	（14期②）
森　岡　慎　司	（14期③）
天　野　公　温	（14期④）
入　江　伸　享	（14期④）
北　川　正　治	（14期④）
福　田　美　樹	（14期⑤）
長谷川（杉田）博子	（14期⑥）
和田（甲斐）仁美	（14期⑧）
米　津　栄　樹	（14期⑧）
加　納　　　豊	（14期⑨）
室　屋　　　聖	（14期⑨）
石　川　　　哲	（14期⑩）
北　村　昌　弘	（15期①）
藤永（横井）晶子	（15期②）
吉田（田原）博子	（15期④）
肥田（矢野）真理	（15期④）
山　本　　　茂	（15期④）
谷（ 東 ）香 里	（15期⑥）
後　藤　良　夫	（15期⑥）
上田（渡辺）晶子	（15期⑦）
伊　藤　博　美	（15期⑨）
葭　井　功　治	（15期⑩）
茶　谷　輝　子	（16期①）
千代延　善　平	（16期②）
名　越　良　昌	（16期②）
岩垣（衣笠）聡子	（16期④）
佐伯（内山）智津子	（16期⑥）
清　水　　　篤	（16期⑥）
柴　田　章　子	（16期⑧）
亀　山　周　郎	（16期⑩）
溝　口　泰　司	（16期⑩）
山　口　浩一郎	（17期①）
岡　川　秀　次	（17期②）
村　上　宣　幸	（17期②）
泉　　　　　恒	（17期⑤）
平林（大曲）享子	（17期⑦）
野口（加藤）紀子	（17期⑦）
村上（田辺）朋子	（17期⑦）
小　栗　伸　公	（17期⑧）
稲葉（北村）京子	（17期⑧）
大　島　大　輔	（17期⑩）
小　林　敦　志	（17期⑩）
松　田　雅　和	（17期⑩）
牧　野　　　望	（18期①）
加藤（辻村）真佐恵	（18期⑥）
大　森　貴　子	（18期⑧）
木　原　和　恵	（18期⑧）
辻　　　新　造	（18期⑧）
岡　田　正　文	（18期⑫）
櫻　木　健　久	（19期②）
岡本（鎌谷）澄子	（19期④）
津野（前田）久美子	（19期④）
大　原　健　二	（19期⑧）
福　井　慎　吾	（19期⑨）
西垂水　忠　光	（19期⑩）
下　村　文　人	（19期⑪）
平　井　　　覚	（19期⑫）
斉　藤　大　輔	（20期②）
福井（冨戸野）りか	（20期②）
山　口　雅　代	（20期④）
明間（中川）理映子	（20期⑤）
石　畑　真　吾	（20期⑦）
築柴（吉良）裕美子	（20期⑨）
松　尾　陽　如	（20期⑨）
榎　本　　　実	（20期⑪）

瀬戸口　隆　之	（20期⑪）
塩　見　利　彦	（20期⑫）
瀧　川　洋　一	（20期⑫）
倉　　　正　道	（21期⑩）
片　岡　秀　樹	（21期⑪）
長　嶺　晋　二	（21期⑫）
福　田　竜　也	（22期③）
朝比奈（渡邉）尚子	（22期⑦）
高　原　良　午	（22期⑧）
松　尾　昌　彦	（22期⑩）
舩　野　博　之	（22期⑫）
菅　　　きよみ	（23期④）
清　水　紀　明	（23期⑨）
井　上　俊　宏	（23期⑪）
中　井　一　雄	（23期⑫）
有　村　尚　子	（24期①）
中野（奥村）友何	（24期①）
布　柴　淳　也	（24期①）
高　倉　健　一	（24期③）
中　田　義　仁	（24期③）
松　田　利　之	（24期③）
亀井（田中）晶子	（24期⑤）
出路（矢野）彰子	（24期⑥）
中村（門脇）邦江	（24期⑧）
木　村　晴　彦	（26期③）
亀田（川村）直子	（26期⑫）
野間口　　　健	（26期⑬）
東　山　光　徳	（26期⑬）
北　川　晶　規	（27期⑥）
森岡（岡崎）朝子	（27期⑦）
国　兼　重　人	（28期⑤）
永　井　晴　敏	（28期⑥）
間　柴　卓　光	（28期⑥）
坂　本　　　洋	（28期⑦）
大　西　健　志	（29期⑦）
横　山　良　子	（29期⑧）
中　野　加奈子	（30期①）
戸　川　由　美	（30期④）
濱　田　達　也	（30期⑪）
清　水　隆　行	（31期⑥）
山本（戎家）美紀	（31期⑧）
加　納　真由美	（32期⑧）
妹　尾　隆　史	（32期⑩）
加　藤　正　利	（33期③）
廣　田　　　学	（33期④）
山　田　祐　介	（33期⑥）
鶴　田　浩　史	（33期⑩）
伊　藤　嘉　宏	（34期⑤）
田　坂　賢　一	（35期⑨）
村　田　　　慶	（37期⑤）
村　上　　　遼	（38期⑥）
赤　土　玲　子	（39期③）
植　田　庸　介	（39期⑤）
壽賀野　友　啓	（42期⑦）
杦　田　涼　一	（42期⑧）
柏　原　亜沙美	（43期③）
久布白　兼　紀	（43期③）
佐　藤　響　依	（47期②）
久布白　兼　明	（48期⑤）
伊　豆　充　浩	（48期⑦）
松　原　秀　平	（50期⑧）
福　田　奈々恵	（55期③）
北　條　成　美	（55期⑥）
西　山　　　湊	（58期②）
子　安　光　咲	（58期④）
野　口　和　史	（58期④）
笹　川　準之介	（58期⑧）
柿　谷　明日海	（59期③）
沢　栁　優　芽	（59期④）
上　野　晃　太	（59期⑥）
宮　部　知　輝	（59期⑧）
匿　名　希　望	 　１名

総　数　　　377名

◆ ご協力ありがとうございました ◆
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フォームパスワード：

kofukai6626

会報のアーカイブも
掲載しております。
是非御覧ください。

お手元の誌面の会報をお楽しみいただけましたでしょうか？

この度、さらに充実した内容をお届けするため、WEB版会報を今秋に公開予定です！

WEB版では、紙面では伝えきれなかったイベントの内容をさらに詳しく、そして活動の裏側を写真でご紹介する予定です。

公開まで、どうぞ楽しみにお待ちください！

【次号（WEB版）予告】
〇ホームカミングデー（第50回総会＆成人同窓会）報告
　１、決算報告
　２、2025年度事業計画＆予算
　３、役員改選
　４、当日レポ

〇在校生は今
　現役生徒会長の記事と修学旅行記を紹介

〇同期会実施報告

〇クラブ活動報告

〇進学状況

〇新役員紹介

を予定しております。

※内容は予告なく変更する場合がございます。

　残暑厳しき折、会報26号をお届けする運びとなりました。
　ご案内がギリギリになってしまいましたが、今年も青楓祭の日に総会の開催を予定しております。今年からは、
呼び名も新たに「ホームカミングデー」として、総会をきっかけに母校を訪れ、青春時代を過ごした同期を始め、先
輩・後輩と交流を図る場になればという思いを込め実施いたします。
　昨年の青楓祭では、現役箕面高校生が文化祭を思いっきり楽しみ、イキイキと過ごす姿を見るにつけ、羨ましい

気持ちもする反面、私の高校時代も同じようだったし、悔いがなかったなと当時を振り返ったりもしました。
　今年のホームカミングデーも楽しみです。ぜひ、万障お繰り合わせの上、一人でも多くの光楓会会員の皆様にご出席いただけれ
ば幸いです。（Y）

住所・氏名等訂正・変更手続きはWEBで！

編集
後記

ココをクリックすると

読めます❷
●❶

https://dousoukai.site/minoh-kofukai/

※�コンビニエンスストア・スマートフォン決済からご入金いただく場合は、
通信欄がご利用できません。住所・氏名に訂正がある場合は、郵便
局・ゆうちょ銀行をご利用いただくか事務局までご連絡ください。

※�ご入金いただく際は、必ずお手元に届きましたご本人様の振込用紙を
使用してください。

※�スマートフォンアプリでの決済画面にてシステム代行会社「サラト」と
表示されますが、「光楓会」の入会金・年会費で間違いございません。

クレジットカード（QRコード）・スマホ決済案内
会報発行協力金（2,000円）のお願い

クレジット決済（VISA、Mastercard、JCB、Diners、AMERICAN 
EXPRESS）でも、会費等の納入が可能です。
上記宛名の氏名下に記載されている「整理番号」
（８桁）をご確認の上、アクセスしてください。
※�クレジット決済ページは2025年12月末まで
開いております。お早めにご入金ください。

バーコード読取アプリ起動

Pay

支払完了

支払完了

サラト
●●●円

支払い

サラト
●●●円

決済
サ イ ト リ ニ ュ ー ア ル

https://dousoukai.site/minoh-kofukai/

光楓会ホームページを

開設しております。


